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第 10 回未来会議（全体会） 議事録 

⿅ノ台未来まちづくり会議（未来会議）会⻑ 須都 紘 
書記・広報 鈴⽊ 豊 

⽇時：令和 3 年 12 ⽉ 19 ⽇（⽇）13:30〜15:15 
（各分科会の打ち合わせは 16:45 まで） 

会場：⻄集会所 

出席者：（順不同、敬称略） 
須都 紘（会⻑）、伊藤 智⼦、梅本 慎⼆郎、⿊部 實（以上 副会⻑） 
鎌⽥ 卓（事務局⻑）、鈴⽊ 豊（書記・広報）、蔵⽥ かほり（会計） 
⽥⼝ 信義、中世古 昭⼀、⼭地 祐輔、⼭⽥ 勲、中⾕内 政之、 
⿊⽥ 勝⾏、福家 稔、⼭⽥ 修、渡辺 昇 

傍聴：中尾議員（⽣駒市議会） 
⽋席：野津 拓也、須⽥ 健⼀、⾕猪 富貴⼦ 

配布資料： 
① 議題 
② 「⼦育て分科会」活動報告書 
③ 「⾼齢者分科会」活動報告書 
④ 「交流分科会」活動報告書 
⑤ 連合会ウェルカムミーティングの資料 
⑥ いきいきホール⾞庫（多⽬的スペース）解体⼯事について 

須都 未来会議会⻑より 
・寒い中であるが、暖房と換気を調整し、しっかり感染症対策を⾏っている。ご

協⼒いただきたい。 
・本⽇の会議では主に分科会からの報告をメインとしている。特に⼦育て分科

会からは「こどもの居場所」の検討結果が詳しく報告される。ご議論をお願い
したい。 
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「⼦育て分科会」活動報告 
・転⼊促進には⼤きな動きがなかったので、「こどもの居場所」について、報告

する。 

こどもの居場所の概要 
・名称を「こどもの居場所−にじ」（以下「にじ」という。）とする。 
・運営主体は未来会議、運営担当は「⼦育て」分科会。 
・いきいきホールの⼯事に伴い、３⽉より（当⾯）⽔曜⽇ 15：30〜17：00に開

所する。いったん帰宅後に利⽤してもらう。 
・利⽤者は⿅ノ台校区の⼩中学⽣。初回に利⽤申込書に記⼊の上、開所⽇に「に

じ」に提出。 
・利⽤者カードは「にじ」で管理（暫定）。 
・体温測定などの健康管理も「にじ」受付で⾏う。 
・スマホ・ゲームなどの持ち込み・管理は⾃⼰責任とする。 
・保護者の⾒学を可能とする。 

準備 
・アテンド（対応者）は毎回最低 2名を確保。広報チラシでボランティアを呼び
掛ける。 

・協⼒を求めるため、地域学校協働本部に未来会議として参加したい。 
・広報チラシは⼩中学校と校区⾃治会合わせて 1,340 部必要。未来会議での承
認を経て、令和４年１⽉の連合会役員会に諮り、発注する。 

・⼩中学校と校区⾃治会に広報チラシ回覧などの協⼒を要請する。 
・活動内容は集まった⼦どもたちと話し合って決めていく⽅針だが、最低限の
⽂具等は準備しておく。令和４年度の予算は、消耗品費として⽉額 500 円を
要望。 

・⾃治連合会傘下の未来会議の活動であるため、冷暖房費を免除していただく
よう要望したい。 

・「にじ」の⼀⾓に靴を脱いで利⽤できるスペースを設けたい。プレイマットの
無償提供者を分科会で探している。 

・⾃治会の承認を得て活動が⾃治会の年間計画に組み⼊れられれば、⾃治会保
険が利⽤可能であることが確認できた。 

・利⽤規約、利⽤申込書、利⽤当⽇に記⼊する利⽤者名簿、登録カード、広報チ
ラシも作成済である。 

その他 
・問い合わせに対応するため、広報チラシにいきいきホールの電話番号を⼊れ

たい。問い合わせがあれば利⽤規約を⼿渡してもらいたい。また、開所⽇時内
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は当⽇のアテンドに、開所⽇時外は担当者に取り次ぎをお願いしたい。 
・お菓⼦などの⾷べ物は「にじ」で提供せず、持ち込みもさせない。飲み物は⼦

どもたちに持参してもらう。 
・アテンド⽤にしっかりしたマニュアルを作成したい。 
・年に１〜２回、休⽇に親⼦で参加できるようなイベントを企画運営したい。内
容と費⽤は今後、検討していく。 

・令和４年 1⽉の連合会役員会で承認を受け、広報活動を開始したい。 

意⾒交換 
・利⽤者は⼩学⽣なのか。 
→ 中学⽣も利⽤できる。⾃習もしてもらえる。 

・事件や事故が発⽣したときのことを想定しているのか。利⽤規約に「利⽤中の
怪我、⼦ども同⼠のけんかなどのトラブル等について、⼀切の責任を負いませ
ん」と書いたとしても、管理責任を問われる恐れがある。弁護⼠に相談してお
くほうがよい。 
→ 対応者を複数置き、そのうち 1 名を分科会のメンバーとすることで対応

したい。 
→ 先⾏事例がたくさんある。どのように運営しているか、確認して参考と

したい。 
・他の施設を視察したのか。 
→ 分科会でもそのような提案が出ていたが、まだ視察はしていない。 

・問題⾏動にはどう対処するのか。 
→ 極端な問題⾏動に悩まされる可能性は⾼くないと認識しているが、年齢

の近い⾼校⽣や⼤学⽣のボランティアと協⼒して対応していきたい。 
・⼦どもたちの集団をリードする技術が必要である。 
・⼼のケアが必要な⼦どもも居る。少ない⼈数だと対応しきれない。アテンド 2

名では少ないのではないか。 
→ ⼼のケアが必要な⼦どもは専⾨家に任せるしかない。⾒守りを中⼼に⾏

うので 2名で少ないとは思えない。 
・当初は⼩学⽣のみを対象に試⾏する⼯夫をしてもよいのではないか。 
→ （これまでの意⾒に対し）私達は地域のボランティアであり、親でも先

⽣でもない「ナナメの関係」として、地域全体を俯瞰しながら⼦どもた
ちを⽀援できる位置にいる。地域が⼦どもたちに関わること⾃体に、⼤
きな意味がある。専⾨的な対応が必要な⼦どもを専⾨家に任せる仕組み
は⾏政と学校でしっかり作られている。そのようなプロではない「近所
の普通の⼈たち」で居場所を作りたい。コロナの影響もあって参加⼈数
の制限はありえるが、⼩学⽣は中学⽣と交流することで成⻑する⾯があ
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るので、利⽤者を⼩学⽣のみに限定したくない。中学⽣が⼩学⽣と交流
し、ある程度⾯倒を⾒てくれることがアテンドの負担軽減にも繋がると
思う。 

・⼦どもたちから⾒たら兄や姉の世代である⾼校⽣や⼤学⽣が居て、親しく話
ができれば、⼦どもも居着いてくれるのではないか。 

・社会学を学ぶ学⽣などは地域の実情を知りたがっており、このような活動に
前向きに参加してくれると思う。 

・未来会議のやることはトライアル＆エラーでよいと思う。⼼配ばかりするな
ら、何もしないほうが良いということになってしまう。 
→ 課題を出していただいたので、分科会で検討する。 

・（会⻑）いただいた意⾒も踏まえ、1⽉の連合会役員会に提起するかどうかは、
連合会⻑と相談して決めたい。 

・転⼊促進に関連して、奈良先端科学技術⼤学院⼤学には孤⽴感を感じている
外国⼈の⼤学院⽣がいる。このような⼈のために空き家を確保して、⿅ノ台に
住んでもらう取組みを検討すればよいと思う。 
→ 分科会としても中⻑期的な課題であると認識している。 

令和 4 年度予算要望 
・転⼊促進チラシ、「にじ」の消耗品（⽉額 500 円）など、年間約 17,000 円の予
算を要望する。休⽇に親⼦で参加できるイベントに関しては今後、詳細を決め
て予算要望する。 

「⾼齢者分科会」活動報告 
・34項⽬の課題を 5 分類し、担当者を決めた。本⽇の分科会で対策を持ち寄り、

検討を⾏う。 
・この検討が終わってから、地域包括センターとの意⾒交換会や「ふくまち」な

ど関係委員会等との協議を⾏う。 
・⾼齢者をめぐる様々な課題に対応している⽣駒市シルバー⼈材センターにも
相談に⾏く。 

・これらについて、3 ⽉でいったん区切りがつくよう進めていく。 

「交流分科会」活動報告 

「⾳楽祭」についての意⾒交換 
・前回の未来会議で「⿅ノ台には様々な⾳楽イベントがあるが、それらの関連が

わからない」と意⾒が出たことを受け、連合会、ふれあい⾳楽祭実⾏委員、オ
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ータムフェスタ実⾏委員及び渡辺で 2 回に分けて意⾒交換を⾏い、下記につ
いて合意した。 

・⾳楽グループ「Toiro」で所有している⾳響機器をふれあい⾳楽祭でも使⽤し、
コストを下げる。 

・各⾳楽祭は、それぞれで特⾊を出して開催する。 
① ふれあい⾳楽祭：会場はふれあいホール。⿅ノ台校区の⾳楽グループが出
演。プロの演奏も楽しむ。 

② オータムフェスタ：令和 4年は、会場はふれあいホールを使⽤し、⿅ノ台
以外の演奏者も出演。 

③ 野外コンサート：⾳楽で街をにぎやかにすることを⽬的として分科会から
提案した⾳楽祭。中央公園など野外で開催。⾃前で電源を確保できる⽬処
がついたため、令和４年 3⽉〜4⽉に試⾏（後述）。 

④ 納涼祭：従来どおり⼿作り感のあるお祭りとする。 
⑤ このほかに各グループが独⾃で⾏うコンサートがある。 

野外コンサート 
・令和４年 3⽉〜4⽉の試⾏を経て開催する。 
・費⽤を抑えるために「市⺠みんなで創る⾳楽祭」として開催したいが、この場

合は開催時期が 11⽉〜翌年 3⽉に限定されるため、ツツジの季節には開催で
きない。 

・この他に下記を検討する。 
1. いきいきホール多⽬的スペース跡地にストリートピアノを設置 
2. ジャズ祭を開催 
3. 商店街を中⼼に歩⾏者天国の通りを作り、多⽬的スペース跡地など野外で
演奏。商店街の店でもライブを実施 

4. オータムフェスタの時期に楽団を呼んでビール祭を開催 
5. ⾳楽ライブ開催時に、フリーマケットやヨガ教室などを同時開催し、集客

⼒を向上 

コミュニティスクール（⽂化スクール） 
・⿅ノ台の住⺠が講師となって、「写真の撮り⽅」、「絵画の楽しみ」、「⿅ノ台の
歴史」などの講習会を開催する。 

意⾒交換 
・これらの提案のうち、分科会は何をやるのか。 
→ 野外コンサートは分科会ではできない。実⾏委員会を⽴ち上げて推進し

ていくことになる。 
→ すでにやっていることも多く、費⽤等で負担とならないよう、試⾏して
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⾏きたい。 
・住宅地内に中央公園のような素晴らしい公園があることは⼤きなアピールポ

イントである。集客して、「住んでみたいまち」と思う⼈を増やしていきたい。 

共通報告事項 

連合会ウェルカムミーティング 
・⿅ノ台に引っ越してこられた⽅を対象に⾏なっているウェルカムミーティン

グを令和４年 1⽉ 23⽇に開催する。 
・⿅ノ台について説明するとともに、転⼊者からわからないことや困っている

ことを相談してもらう場である。 
・転⼊者のナマの声を伺える機会でもあるので、⼦育て分科会転⼊促進チーム

にも参加してもらう。 

未来会議・連合会役員会連絡会 
・下記のとおり連絡会を開催したい。 

⽇時：令和 4年 2⽉ 20⽇（⽇）13:30〜14:30 
場所：ふれあいホール 1F⼩集会室 
議題（予定）：未来会議各分科会の検討状況（中間報告） 

連合会役員からの意⾒、要望等 

いきいきホール⾞庫（多⽬的スペース）解体⼯事 
・⽣駒市から⼯事スケジュールが予定として提⽰されたので、共有する。 

⼯事期間：令和４年１⽉下旬〜３⽉中旬 
⼯事時間：毎⽇ 8:30〜18:00（⽇曜⽇、祝⽇を除く） 

・⼯事に伴い⼤きな騒⾳・振動等が発⽣するため、令和２⽉中はいきいきホール
本館を閉館する。 

その他 

ホームページ委員会との協議結果（⽥⼝連合会⻑） 
・ホームページ委員会としては、今のホームページが最善であると考えている

が、未来会議で意⾒があるならぜひ伺いたいということであった。 
・デザインに⼀貫性がなく、わかりにくい⾯があるなど、連合会としても意⾒を
出す予定である。 
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→ ホームページは広告塔。コンセプトが明確にされるべきである。 
・何か意⾒があれば、⿊部副会⻑まで（締切：令和４年１⽉１５⽇）。 

各分科会の打ち合わせ 
・各分科会に分かれて、打ち合わせを実施 

次回 

⽇時 
令和４年 1⽉ 23⽇（⽇）13:30 ‒ 16:00 

「南北」の構成員及び幹事は 13:15集合 

会場 
⻄集会所 

主な議題（予定） 
1. 各分科会からの報告 
2. 共通報告事項 
3. 各分科会の打ち合わせ 
4. その他 

以上 


